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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第42期

第３四半期連結
累計期間

第42期
第３四半期連結
会計期間

第41期

会計期間

自　平成20年
　　７月１日
至　平成21年
　　３月31日

自　平成21年
　　１月１日
至　平成21年
　　３月31日

自　平成19年
　　７月１日
至　平成20年
　　６月30日

売上高 (千円) 5,359,8181,703,4177,040,265

経常利益 (千円) 634,059 222,171 643,722

四半期(当期)純利益 (千円) 370,008 132,190 381,476

純資産額 (千円) ― 4,050,2733,706,854

総資産額 (千円) ― 5,204,0294,947,263

１株当たり純資産額 (円) ― 1,389.331,271.74

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 127.59 45.58 128.23

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 77.4 74.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 292,740 ― 536,457

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △75,303 ― △387,479

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 11,000 ― △117,227

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,525,0401,296,603

従業員数 (名) ― 285 275

(注)1　売上高には、消費税等は含まれておりません。
　　2　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
　　3　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。
　

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれてい
る事業の内容に重要な変更はありません。
また、主要な関係会社についても異動はありません。
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３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年３月31日現在

従業員数(名) 285
(26)

(注) １　当社グループは、切断・穿孔工事業を営む単一セグメントであります。
 　　２　従業員は、就業人員であり、臨時雇用者は( )内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。　　　
 

　

(2) 提出会社の状況

平成21年３月31日現在

従業員数(名) 263
(26)

(注) １　従業員は、就業人員であり、臨時雇用者は( )内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で
記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
　　　当社グループの事業は建設業の一部であり、建設業では生産実績を定義することが困難であるため、「生
産の状況」は記載しておりません。　　
　

(2) 受注実績(第３四半期連結会計期間　自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）
　

区分 受注高(千円) 受注残高(千円)

ダイヤモンド工法事業 1,477,216 －

ウォータージェット工法事業 226,201 －

合計 1,703,417 －

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　当社グループでは、受注日が工事日の１～２日前に確定することが多く、工期が数時間と短く金額

が僅少な工事が多いため、日々の工事施工終了時に売上を計上しております。従って、売上金額と受

注実績は同額として記載しております。

　　　　

(3) 売上実績(第３四半期連結会計期間　自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）
　

区分 売上高(千円)

ダイヤモンド工法事業 1,477,216

ウォータージェット工法事業 226,201

合計 1,703,417

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　当社グループの事業は請負形態を取っており、販売実績という定義は実態にそぐわないため、売上

実績を記載しております。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

（1）　経営成績に関する分析
当第３四半期連結会計期間における当社グループを取り巻く経営環境については、世界的な同時不況に
よりわが国自体の景気が減速している上に、公共事業の減少傾向も続いているため、価格競争は依然として
厳しい状況にあります。　
　その結果、当第３四半期における連結売上高は1,703百万円となり、営業利益は210百万円、第３四半期純利
益は132百万円となりました。
　なお、当社グループの事業は公共事業関連工事が多いため、売上高は第１四半期（７月～９月）・第４四
半期（４月～６月）が減少し、第２四半期（10月～12月）・第３四半期（１月～３月）に集中いたします。
利益につきましても同様に推移いたします。今後、このような業績の変動を平準化していく方針であります
が、当面、業績は第２四半期、第３四半期に偏る傾向にあります。
 
　
（2）　財政状態に関する分析
当第３四半期連結会計期間における当社グループの総資産は5,204百万円、負債が1,153百万円、純資産は
4,050百万円となり、自己資本比率は77.4％となりました。
　資産の主なものは、現金及び預金1,625百万円、完成工事未収入金1,234百万円、土地995百万円であります。
負債の主なものは、工事未払金243百万円、退職給付引当金261百万円であり、純資産では利益剰余金3,181百
万円であります。
　
　

（3）　キャッシュ・フローの状況に関する分析
当第３四半期連結会計期間末における当社グループの現金及び現金同等物(以下「資金」という）は、営
業活動で288百万円の増加、投資活動で10百万円の減少、財務活動で20百万円の増加となった結果、1,525百
万円となりました。主な要因は次のとおりです。
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
　当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果、増加した資金は288百万円となりました。主な要因と
しては、法人税等の支払いによる支出が138百万円あったものの、税金等調整前四半期純利益を223百万円計
上したことによります。
　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
　当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果、減少した資金は10百万円となりました。主な要因と
しては、機械装置、車輌運搬具等固定資産の取得に６百万円を支出したことによります。
　
(財務活動によるキャッシュ・フロー）
　当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果、増加した資金は20百万円となりました。主な要因と
しては、短期借入れによる収入が20百万円あったことによります。
 
　
　

（4）　事業上及び財務上の対処すべき課題
当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
　
　

（5）　研究開発活動
当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は３百万円であります。
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況
　　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画
当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備
の新設、除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。
また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)

（平成21年３月31日）

提出日現在発行数
(株)(平成21年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,000,000 3,000,000ジャスダック証券取引所

権利内容に何ら限定
のない当社における
標準となる株式

単元株式数　100株
 

計 3,000,000 3,000,000 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年１月１日～
平成21年３月31日

― 3,000,000 ― 470,300 ― 465,100

　

　　　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成20年12月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式
（自己保有株式）

100,000
― 単元株式数　100株

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,899,70028,997
同上

単元未満株式
普通株式

300
― 同上

発行済株式総数 3,000,000― ―

総株主の議決権 ― 28,997 ―

　(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式20株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称 所有者の住所

自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
(％)

（自己保有株式）
第一カッター興業株式会
社

神奈川県茅ヶ崎市萩
園833番地 100,000

 
―

 
100,000 3.33

計 ― 100,000― 100,000 3.33
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
7月

8月 9月 10月 11月 12月
平成21年
1月

2月 3月

最高(円) 908 865 829 795 732 710 749 720 701

最低(円) 822 726 765 646 668 660 689 659 650

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

　

　

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19
年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」
(昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。
　なお、当第３四半期連結会計期間(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）及び当第３四半期連結
累計期間(平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成
方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令(平成20年8月7日内閣府令第50号）附則第7条第1項第5号た
だし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しております。
 

　

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成21年１月１
日から平成21年３月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平成21年３月31日ま
で）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま
す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,625,361 1,396,923

受取手形 ※１
 363,413

※１
 304,958

完成工事未収入金 1,234,049 1,213,114

原材料及び貯蔵品 74,825 79,675

繰延税金資産 35,567 35,567

その他 41,130 53,637

貸倒引当金 △14,873 △11,721

流動資産合計 3,359,474 3,072,155

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 303,635 300,578

減価償却累計額 △174,645 △167,062

建物及び構築物（純額） 128,989 133,516

機械装置及び運搬具 1,512,988 1,499,680

減価償却累計額 △1,239,585 △1,180,295

機械装置及び運搬具（純額） 273,402 319,384

工具、器具及び備品 61,865 58,776

減価償却累計額 △47,667 △42,184

工具、器具及び備品（純額） 14,198 16,591

土地 995,117 995,117

有形固定資産合計 1,411,708 1,464,609

無形固定資産 6,772 4,897

投資その他の資産

投資有価証券 122,856 117,255

繰延税金資産 152,387 152,387

その他 189,452 168,711

貸倒引当金 △38,621 △32,753

投資その他の資産合計 426,074 405,600

固定資産合計 1,844,555 1,875,107

資産合計 5,204,029 4,947,263
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 243,636 308,541

短期借入金 90,000 50,000

未払法人税等 129,851 232,384

賞与引当金 108,520 27,880

その他 249,436 283,420

流動負債合計 821,444 902,226

固定負債

退職給付引当金 261,699 267,351

役員退職慰労引当金 64,219 58,963

負ののれん 3,192 3,876

その他 3,200 7,990

固定負債合計 332,311 338,182

負債合計 1,153,755 1,240,409

純資産の部

株主資本

資本金 470,300 470,300

資本剰余金 465,100 465,100

利益剰余金 3,181,145 2,840,137

自己株式 △87,517 △87,517

株主資本合計 4,029,028 3,688,019

少数株主持分 21,245 18,834

純資産合計 4,050,273 3,706,854

負債純資産合計 5,204,029 4,947,263
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成21年３月31日)

完成工事高 5,359,818

完成工事原価 3,626,640

完成工事総利益 1,733,178

販売費及び一般管理費 ※1
 1,131,411

営業利益 601,766

営業外収益

受取利息 561

受取保険金 4,950

雑収入 8,469

受取家賃 10,361

負ののれん償却額 684

持分法による投資利益 8,601

営業外収益合計 33,628

営業外費用

支払利息 1,186

売上債権売却損 148

営業外費用合計 1,335

経常利益 634,059

特別利益

過年度償却債権取立益 140

保険解約返戻金 2,106

固定資産売却益 1,204

特別利益合計 3,451

特別損失

固定資産売却損 397

固定資産除却損 3,176

災害による損失 2,341

特別損失合計 5,915

税金等調整前四半期純利益 631,595

法人税等 259,176

少数株主利益 2,411

四半期純利益 370,008
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年３月31日)

完成工事高 1,703,417

完成工事原価 1,140,108

完成工事総利益 563,309

販売費及び一般管理費 ※1
 353,114

営業利益 210,195

営業外収益

受取利息 166

受取保険金 1,383

雑収入 2,933

受取家賃 1,523

負ののれん償却額 228

持分法による投資利益 6,223

営業外収益合計 12,458

営業外費用

支払利息 482

営業外費用合計 482

経常利益 222,171

特別利益

過年度償却債権取立益 7

保険解約返戻金 1,401

貸倒引当金戻入額 418

特別利益合計 1,827

特別損失

固定資産除却損 303

特別損失合計 303

税金等調整前四半期純利益 223,694

法人税等 89,614

少数株主利益 1,890

四半期純利益 132,190
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 631,595

減価償却費 114,340

負ののれん償却額 △684

持分法による投資損益（△は益） △8,601

固定資産除却損 3,176

固定資産売却損益(△は益） △806

災害損失 2,341

受取保険金 △4,950

保険解約損益（△は益） △2,106

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,020

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,256

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,652

賞与引当金の増減額（△は減少） 80,640

未払費用の増減額（△は減少） 1,180

未払金の増減額（△は減少） △27,844

長期未払金の増減額（△は減少） △4,790

未払消費税等の増減額（△は減少） 12,496

受取利息 △561

支払利息 1,186

営業債権の増減額（△は増加） △91,679

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,849

仕入債務の増減額（△は減少） △64,904

その他 △8,955

小計 644,546

利息及び配当金の受取額 3,561

利息の支払額 △1,186

保険金の受取額 4,950

保険返戻金 2,106

災害損失の支払額 △2,341

法人税等の支払額 △358,895

営業活動によるキャッシュ・フロー 292,740

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △65,509

有形固定資産の売却による収入 1,784

無形固定資産の取得による支出 △1,959

出資金の払込による支出 △23

貸付けによる支出 △5,050

貸付金の回収による収入 3,860

保険積立金の積立による支出 △14,704

保険積立金の払戻による収入 4,395

その他 1,901

投資活動によるキャッシュ・フロー △75,303

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 40,000

配当金の支払額 △28,999

財務活動によるキャッシュ・フロー 11,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 228,437

現金及び現金同等物の期首残高 1,296,603

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,525,040
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
　至　平成21年３月31日)

１　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　棚卸資産については、従来、先入先出法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間

より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会

計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたこ

とに伴い、先入先出法による原価法(収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）により算定しており

ます。

　なお、この会計基準の適用による影響はありませ

ん。
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【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
　至　平成21年３月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が

前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実

績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下

が明らかなものについてのみ正味売却価格を見積

もり、簿価切下げを行う方法によっています。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計

年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。

４　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前

連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められる場

合に、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法に

よっています。

　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
　至　平成21年３月31日)

1　税金費用の計算

　税金費用の計算について、当連結会計年度の税金

等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積もり、税金等調整前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法

を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示し

てあります。
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
　至　平成21年３月31日)

１　有形固定資産の耐用年数の変更

当社及び国内連結子会社は、全ての機械装置につ

いて、法人税法の改正(所得税法等の一部を改正す

る法律　平成20年４月30日法律第23号）に伴い、第

１四半期連結会計期間より、改正後の法人税法の耐

用年数に変更しております。

　この変更は、法人税法の改正に伴い、法定耐用年数

及び資産区分が見直されたことを契機に資産の利

用状況の見直しを行ったことによるものでありま

す。

　これにより、当第３四半期連結累計期間における

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

は、それぞれ6,705千円減少しております。
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【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末
(平成20年６月30日)

※1　裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 254,431千円

※1　裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 306,875千円
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(四半期連結損益計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至  平成21年３月31日)

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 514,352千円

賞与引当金繰入額 45,000千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,493千円

貸倒引当金繰入額 16,912千円

退職給付引当金繰入額 25,962千円

　２　売上高の季節変動

　当社グループの売上高は、公共事業関連工事が多

いため、第１四半期(７～９月）、第４四半期(４～

６月）が減少し、第２四半期(10～12月)、第３四半

期(１～３月）に集中いたします。

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日 
  至  平成21年３月31日)

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 145,177千円

賞与引当金繰入額 33,750千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,212千円

貸倒引当金繰入額 12,631千円

退職給付引当金繰入額 8,327千円

　２　売上高の季節変動

　当社グループの売上高は、公共事業関連工事が多

いため、第１四半期(７～９月）、第４四半期(４～

６月）が減少し、第２四半期(10～12月)、第３四半

期(１～３月）に集中いたします。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至  平成21年３月31日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,625,361千円

　　　計 1,625,361千円

預入期間が３か月超の定期預金 △100,320千円

現金及び現金同等物 1,525,040千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年７月1日　

至　平成21年３月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,000,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 100,020

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類配当金の総額(千円)
１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年9月25日
定時株主総会 普通株式 28,999 10平成20年6月30日 平成20年9月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

(有価証券関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年７月１日　至　平成21年３月31日)

当社及び連結子会社は、切断・穿孔工事業を営む単一セグメントにつき、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年７月１日　至　平成21年３月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店はありませんので、記載を省略しており
ます。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年７月１日　至　平成21年３月31日)

海外売上高がないため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末
(平成20年６月30日)

　 　

１株当たり純資産額 1,389.33円
　

　 　

１株当たり純資産額 1,271.74円
　

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末
(平成20年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 4,050,273 3,706,854

普通株式に係る純資産額(千円) 4,029,028 3,688,019

差額の主な内訳(千円) 　 　

　少数株主持分 21,245 18,834

普通株式の発行済株式数(千株) 3,000 3,000

普通株式の自己株式数(千株) 100 100

１株当たり純資産額の算定に用
いられた普通株式の数(千株) 2,899 2,899

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日 
  至　平成21年３月31日)

１株当たり四半期純利益 127.59円

　 　
　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
　

１株当たり四半期純利益 45.58円

　 　
　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
　

　

(注)　　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日 
  至　平成21年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 370,008 132,190

普通株式に係る四半期純利益(千円) 370,008 132,190

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,899 2,899
普通株式増加数(千株) ― ―

　

　

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年５月15日

第一カッター興業株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴木　義則　　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　池内　基明　　

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一

カッター興業株式会社の平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平

成21年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一カッター興業株式会社及び連結子会社の

平成21年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計

期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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